





















































































































































































































































































































































全風水害 0・95　　全　　　国 1．02 O．79
台　　　風 O・27　　西　日　本 O．85 O．69
大　　　雨 0．79　　中央目本 0．99 O，70強　　　風 1．51　北目本 1．26 1，01たつまき・突風 1．81　　東北・北陸 1．27 O．98
雷　　　雨 1．62　北海道 1．72 ！．31
くないので・期問を20年にひろげ，昭和38～47年と28～47年の2期問について検討してみ
た．なお，松代群発地震は除いた．この期問に発生した最大規模（換算被害値が3けた）の
震害は，35年のチリ地震津波と39年の新潟地震の2件であるが，ともに被害程度はあまり
大きくないので2けた被害のグループに含め，図6に示したような規模区分をしてみると，
被害高が換算被害値の場合には両期問とも，死者数の場合には28～47年の期問について，規
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模とひん度との問にきれいな直線関係が得られた．換算被害値の場合のβの値は，38～47
年が0．34，28～47年が0．28であるが，風水害と同じ規模区分でβを求めると，28～47年の
場合0．94となり，全風水害のβとほぼ等しくなる．日本付近で発生する地震のβも約1で
あるが，この一致は規模区分の方法に基づく偶然的なものである．地震のマグニチュードが
大きくても，陸地からある程度離れたところで発生すれば被害は生じないので，被害地震だ
けについては規模とひん度は規則的な関係を示さない．この期間に発生した被害地震の最小
の”は5．2であり，5クラスの回数は少ないのでこれを〃＝6に含めて，〃と〃別ひん度
の対数との関係を調べてみると，やはり直線的な関係が認められた．
　3．4　地域別の規模とひん度の関係
　西日本，中央日本，東北・北陸，北海道の地域別の規模とひん度の関係を，台風以外の風
水害と大雨について求めた結果を図7，8に示した．いずれもきれいな直線関係が認められ
る．被害高が換算被害値の場合は，ほとんどが一直線上にのっている．死者数の場合でも原
因別より直線関係はきれいである．同一災害でも複数の地域にまたがって発生した場合に
は，それぞれの地域に1件として計上し，各地域内で発生した被害高によって規模を決めた．
　換算被害値のときのβ値は，台風以外の風水害の場合，西目本0．85，中央日本0．99，東
北・北陸1・27，北海道1・72で，南から北へ行くにしたがってβの値が大，すなわち大規模
災害の相対ひん度が小さくなっている．北海道では規模皿の災害は発生していない．この地
域差は主として気象条件の差によるもので，杜会条件の差もかなり反映していると考えられ
る．各災害原因のひん度にはかなりの地域差があるので，これによる影響を除くために，大
雨だけによってβ値の地域差を調べてみると，西目本は0．69で規模皿の災害は2．5年に1
回発生する割合にあり，中央目本は0．70で同じく3．3年に1回，東北・北陸は0．98で10年
　　　　　　　　　　100
　　　　　　　　　　死者数　　　　　　　　　　　　　　　被害地震の　　　　　　　　　　S2ト47年　　　　　　　　　　　　　　　マグニチュード
〃＝8
規模　換算被害値　死者数
I　　O　　　On　O．卜9　　卜9
111　1ト　　　1ト
　　　　　　小←規模→大
図6震害の規模とひん度との関係
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図7地域別にみた台風以外の風水害および大雨災害の規模とひん
　　度との関係．被害高が換算被害値の場合
に1回，北海道は1．31である．中央日本が西目本とほとんど差がないのは，中央日本の杜
会的素因の弱さが反映しているためと思われる．
　βの値が大きいからといって必ずしも災害低抗度が大きく，災害が発生しにくいというこ
とを意味するわけではない．北日本における大雨災害のひん度は，同一面積あたりに直して
西日本とほぼ同じの年平均11回であるが，大きな災害が発生する割合は非常に小さい．し
かし豪雨のひん度たとえぼ日雨量50mm以上の日数は，北日本では西日本の1／3～1／5程度
であり，昭和30度代のデータから得られた水害発生臨界日雨量は，西目本g0～100mmに
対し北日本はその約半分の40～60mmである．このようなことから，北日本ではあまり強
くない雨でも被害が発生して，小規模災害のひん度が大きく，したがってβが大きくなって
いると思われる．
4．最近の風水害およぴ震害の概況
　昭和38～47年の10年問に発生した風水害および震害のひん度，被害高の統計値から，原
因別，地域別，月別に災害の実態を概観してみる．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原因別　　ひん度が最大なのは大雨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，全体の41．6％，年平均27回発生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　している．このうち前線による大雨が　　　　　　台風以外の風水害
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4割を占める．台風災害は年平均5回
　　　　　　　●㌦ひ　　　　“　＼／／●＼林　　　　　　　　　　発生している・この大雨と台風で全体
　　　　n　　／＼
　　　　　　　　　　1　　　　　●　　　　　あるが，これによる被害は全災害被害。。＼＼＼　二㌶㌶ぶ㌻
　　　　　　　　　∴＼＼ll㌃㌶㍍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方から台風，大雨，地震，強風雨，強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　風，雷雨，たつまきの順になり，たつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まきは台風の約1／60である．なお，
　　　　　　　小←規模（死考数）→大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この期問に発生した大規模災害（換
　　図8地域別にみた台風以外の風水害の規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　算被害値で200以上）は，39年7月梅　　　　とひん度との関係．被害高が死者行方
　　　　不明数の場合　　　　　　　　　　　　　雨前線豪雨　（被害高231），40年9月
台風24号と秋雨前線による豪雨（383），41年g月台風26号（467），42年7月梅雨前線豪雨
（721），42年8月羽越水害（247），47年7月梅雨前線豪雨（699），47年g月台風20号（200）
　　　　表2災害原因別発生回数および被害高（換算被害値）．昭和38～47年の合計．
災　　害　　原　　因
台
大
強
強
た　つ
雷
ま・き　突
風
雨
雨
風
風
雨
風　　水　　害　　計
地　　　　　　　　震
発生
　　％
（7．9）
（41．6）
（6．5）
（20．4）
（10．1）
（13．5）
回数
51
269
42
132
65
87
（100．O）　　　　　　　646
22
被　　害　　高
　　％
（32．1）
（61．3）
（3．1）
（1．7）
（0．8）
（1．O）
2．181
4．163
　212
　117
　47
　69
（100．0）　　　　　6，789
219
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表3風水害の地域別発生回数および被害高（換算被害値）比率．昭和38～47年の合計．
　　（）は被害高の地域別比率（％）．北目本には東北・北陸と北海道とが含まれる．
災　害　原　因
台
大
強　　　風
強
たつまき
雷
　雨
　雨
　風
突風
　雨
計
西　日　本
（36．6）
　31
（48．8）
　110
　13
　25
　12
　　7
（42．O）
　198
中央目本
（57．5）
　35
（32．0）
　98
　24
　48
　22
　66
（41．7）
　293
東北・北陸
（4．7）
　18
（16．5）
　106
　22
　78
　27
　29
（13．5）
　280
北海道
（1．2）
　　6
（2．7）
　43
　12
　47
　　4
　　2
（2．8）
114
北　日　本
18
136
25
101
31
31
342
表4風水害の月別発生回数．昭和38～47年の合計．（）は大規模災害の回数
台　　　　風
大　　　　　雨；
強　風　雨1
強　　　　風
たつまき突風≡
雷 雨1
計
1・・・・・…　　1・111・1
30
1
4
18 21
21
4
10
1
25
（1）
4　　6
　　（4）
40　58
4　　1
6　　1
5　　5
15　29
（2）
19
（1）
43
1
1
29
（5）
13
（1）
28
4
10
25 11
19
2！
1。！
4
1
43　　　30　　　37　　　37　　　45　　　74　　100　　101　　　65　　　45　　　42　　　27
全年
51
269
42
132
65
87
646
があり，期間の前半に集中している．
　地域別　　台風災害のひん度は，西目本，中央目本で年3～3．5回であるが，北へ行くほど
当然小さくなり，北海道では2年に1回程度である．被害高（換算被害値）では，西日本が
全体の36．6％，中央日本が57．5％をも占め，北目本の台風被害はわずかである．大雨災害
の回数を，“集落分布が希薄な部分”を除いた単位面積あたりで比較してみると，4地域問
に大きな差はないカミ，東北・北陸カミやや多く，北海道がやや少ない．被害高では西目本が全
体の48．8％，中央日本が32．0％を占め，北目本では小規模の大雨災害が多いことが分かる・
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強風には冬期の暴風雪が含まれているので，北日本で回数が非常に多い．被害高では，沿岸
部での高波によるものがかなり大きい．たつまき・突風は東北・北陸で多く，北海道で少な
い．これも沿岸部で多く発生している．雷雨災害は中央目本で多く，北海道と西目本で少な
いという地域性が明りょうである．全風水害について地域別の被害高比率をみると，西日本
と中央日本で全体の84％を占め，ここが目本の主要災害域である．被害高を単位面積あた
り（前述）にして比較すると，西日本を1．0として，中央目本0．9，東北・北陸0・39，北海
道0．14となる．
　月別　　台風災害は5月から10月の問に発生し，うち8月が一番回数が多くついで9月
である．しかし大規模災害は9月にもっとも多い．大雨災害の回数は，梅雨の後半期にあた
る7月が最大，ついで8月と6月で，この3か月で年間の約半分が発生している．大規模大
雨災害は7月に多い．前線による大雨の8割は6～7月に起こっている．強風は冬から春先
にかけて多い．雷雨は7～8月に集中している．全風水害についてみると，回数では7月と
8月がもっとも多く，12月と2月が少ない．被害高では，7月が最大で全年の39・8％を占
め，ついで9月が27．5％，8月が18－8％となり，この3か月で全年の86，1％を占め，この
期問が目本の災害シーズソである．被害高が少ないのは，3～4月と11～12月である・
5．ま　と　め
　地震のマグニチュード（〃）とひん度（N）との問の関係1ogN＝α一β〃が，風水害お
よび震害の被害規模とひん度との間にも，原因ごと，地域ごとに存在することを明らかにし
た．この関係は，規模を表す被害高として死者数および建物被害むね数を使用Lた場合にも
認められたが，建物被害むね数に原因ごとに異なる一定比率を掛けて死者行方不明数に加え
た値を使用した場合にもっとも明りょうに示された．大小規模の災害が発生する比率を示す
βの値（βが小さいほど大規模災害の相対ひん度が大）は台風がもっとも小さく大雨，強風，
雷雨，たつまき・突風の順に大きくなる．全風水害のβは約1であり，規模が1段階小さい
災害が10倍多く発生している．地域別にみると，βの値は西目本，中央目本，東北・北陸・
北海道の順に大きくなり，各地域の災害誘因の強度差が示されている．考察の対象としたの
は昭和38～47年の10年問であるが，それ以前についても10年程度を単位として同様の考
察を行ってみると，災害の経年変化が得られるものと思われる．
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